
 

区が着手・実施した子どもからの意見聴取の取組について 
 

 

 ○子どもの権利擁護に関する審議会の開始に先立ち、子どもたちの思いや考えを聴くために区において着手・実施（令和５年４月～８月末）した

取組は、下記Ａ～Ｄのとおりです。 
 

取組名称 
Ａ 区立小・中学校 

における意見交換会 

Ｂ 区が主催する 

ワークショップ 

Ｃ 子ども日本語教室※ 

における意見聴取 

Ｄ 子どもと子育て家庭 

の実態調査 
  

実施概要 

  ・方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 

○教育ビジョン 2022 の理解促進

と、子どもの権利に関する条例

の制定を見据えた取組を進める

に当たり、子どもの居場所や思

ったことが言える環境はあるの

かなど、子どもの率直な思いを

聴く。 

 

○各校長会などで実施校を募集

し、教育委員会と子ども政策担

当の共催により実施。 

 

○テーマや意見交換会の対象・手

法及び実施時期は、各校判断と

する。 

○条例の当事者となる子どもたち

の思いや意見を幅広く聴く。 

 

○ファシリテーターを中心とした

ワークショップ形式とし、１回

20人を対象に、令和５年６月中

旬～令和６年３月末までに計３

回実施。 

 

○テーマや対象は、各回設定とす

る。 

○日頃、意見を言いづらい環境に

ある子どもたちが、安全・安心

な環境で思いや考えていること

を表明できるよう、普段から通

い慣れた教室で、支援者等のサ

ポートを得ながら意見を聴く。 

 

※子ども日本語教室の概要 
 杉並区に在住の帰国児童及び外国

人児童が、日本語を学び続け、日本

での生活に必要な日本語能力を身

に付けることができるよう、杉並

区、杉並区交流協会及び教育委員会

が協力し、令和５年１月から開講。 

・対象：小学校１～６学年児童 

 中学校１～３学年生徒は、小学校教

室を卒業した中学生、小学生教室に

通う児童の兄弟関係の中学生、その

他特別に対応が必要な中学生 

・指導者：区内在住または在勤で「子

ども日本語学習支援ボランティア

養成講座」を受講した者 

○子どもたちの生活実態や学習環

境などに加えて、家庭の状況など

の現状を把握するために実施する

標記調査に、子どもの権利に関す

る設問５問を設け、子どもの権利

に対する意識等を把握する。 

 

○調査対象及び設問は、裏面のと

おり。 

７月 11日 

火曜 

桃井第五小学校6-3田中学級 

<テーマ>みんなが安心できる場所

ってどこだろう 

   

７月 18日 

火曜 

  中学生教室（済美教育センター教

室、毎週火・木曜日、午後４時30

分から６時）を見学、意見聴取の

趣旨を説明し、講師と打合せ 

 

７月 19日 

水曜 

  小学生教室（杉並区交流協会教室、

毎週月・水曜日、午後４時 15分か

ら５時50分）を見学、意見聴取の

趣旨を説明し、講師と打合せ 

 

７月 20日 

木曜 

高円寺学園９年生（中３） 

<テーマ>杉並区子ども基本条例案

をつくろう 

   

８月８日 

火曜 

   調査票発送 

８月 26日 

土曜 

 ＜１回目＞中高校生世代向けワー

クショップ～聴かせてみんなの思

い 

<テーマ>コロナ禍と子どもの権利 

  

 

＜Ａ～Ｄの取組の９月以降の実施予定＞ 

９月   小学生教室 

<方法>講師による聴き取り、また

はアンケートを行う方向で調整中 

調査回答〆切（９月８日） 

10 月 10日 

火曜 

天沼小学校６年生 

<テーマ>よりよい地域にするため

に自分たちができること 

 中学生教室 

＜方法＞実施時期含め、検討 

調査結果速報値公表（10月上旬予

定） 

10 月 31日 

火曜 

済美小学校６年生 

<テーマ> 

・済美小の大事な一人になろう 

・みんなと生きる済美の子 

 

12 月４日 

月曜 

浜田山小学校５・６年生 

<テーマ>居場所に関すること 

  

12 月 18日 

月曜 

松庵小学校５年生 

<テーマ>未定 

  

 

 

 

 

子どもからの意見聴取の取組については、区においても上記Ａ～Ｄの着手済の取組以外の意見聴取も検討しているところですが、 

本審議会においても審議会独自の意見聴取の取組や、区が実施している取組と連動した意見聴取の取組を行うことなどを次回の審議 

会でご検討ください。 

 

 

 

 

資料８ 



 

『杉並区子どもの子育て家庭の実態調査』に盛り込んだ子どもの権利に関する設問 

 

 

調査概要 
 

 ・調査目的：基本構想の子ども分野の目標に掲げた将来像「すべての子どもが、自分らしく生きていくことができるまち」の実現に向けて、子ど

もや子育て家庭の生活実態をしっかりと把握し、より効果的な子育て支援施策を検討するため、子どもたちの生活実態や学習環境な

どに加えて、家庭の状況などの現状把握を目的として実施 

 ・調査対象：無作為に抽出した杉並区に住民票のある０～18歳の子の保護者および小学４年生～18歳の子ども 

 ・調査期間：令和５年８月８日（火）～９月８日（金） 

 ・回答方法：未就学児保護者および小学 1・2・3年生保護者の方／インターネット回答、それ以外の対象者の方／返信用封筒での郵送回答 

 

 

●子ども票／小学生（４～６年生）、中学生、16歳～18歳 ■ 保 護 者 票 

●■あなたは、「こども基本法」と「子どもの権利条約」を知っていますか。 

 

＜それぞれについて＞１内容をくわしく知っている  ２内容について少し知っている  ３名前だけ聞いたことがある  ４聞いたことがない・知らない 

 

●あなたやあなたのまわりの子どもで、つぎのことについて、守られて

いないと思うものはありますか。 
 

Ａ 見た目や性別、考え方の違い、お金のあるなしなど、どんな理由でも差別さ

れない 

Ｂ 命が守られ、育つことができる 

Ｃ 大人は何がその子どもにとって良いことかを、いちばん先に考えている 

Ｄ 自分の考えや気持ちを自由に言うことができていて、大人はそれを大切にし

てくれている 

 

＜Ａ～Ｄそれぞれについて＞  １守られている 

               ２だいたい守られている  

３あまり守られていない  

４守られていない 

 

■あなたは、以下の子どもの権利について知っていますか。 
 

Ａ 子どもはどんな理由でも差別されない 

Ｂ 子どもの命が守られ、成長できる 

Ｃ 子どもに関することについて、大人はその子どもにとって最も良いことを優

先する 

Ｄ 子どもは自分に関することについて、自由に意見を言うことができ、大人は

それを尊重する 

Ｅ 子どもはあらゆる暴力から守られる 

Ｆ 子どもは教育を受ける権利がある 

Ｇ 子どもは休んだり、遊んだり、文化的・芸術的なことに触れる権利がある 

Ｈ 子どもを育てる責任は父母（又はそれに代わる人）に同じようにあり、国は

その責任を果たせるように社会環境を整備する 

 

＜Ａ～Ｈそれぞれについて＞ １内容をくわしく知っている 

               ２内容について少し知っている 

               ３名前だけ聞いたことがある 

               ４聞いたことがない・知らない 

 

●あなたのお父さん・お母さんや学校の先生は、あなたについてのこと

を決めるときに、あなたの意見を聞いて大事にしてくれていると思い

ますか。 
 

Ａ お父さん・お母さん（または身近な大人） 

Ｂ 学校の先生 

 

＜Ａ・Ｂそれぞれについて＞ １とてもそう思う  ２そう思う   

３どちらとも言えない 

  ４そう思わない   ５まったく思わない 

  

■あなたは、お子さんに関わることを決めるとき、お子さんの意見を聞

いていると思いますか。 
 

＜あてはまるもの１つに○＞ １聞いている 

２だいたい聞いている 

３ほとんど聞いていない 

４聞いていない 

●あなたは、子どもの権利を守るために、どんな仕組みがあればいいと

思いますか。 
 

＜あてはまるものすべてに○＞ 

 

１ 子どもの権利について学校で教える 

２ 困ったことや大人に伝えたいことを伝える手助けをしてくれる人がいる 

３ 困った時に電話やＳＮＳ，メールなどで相談できる 

４ 大人に子どもの権利についてもっと伝える 

５ 困った時に誰にも知られず相談できる場所がある 

６ 国や社会に意見を伝える方法を学ぶ機会がある 

７ 子どもの権利が守られているかを見張る仕組みがある 

８ 子どもが意見を言える仕組みがある 

９ 特になし 

■大人が子どもの権利を理解し、尊重するためには、どんな取組がある

といいと思いますか。 
 

＜あてはまるものすべてに○＞ 

 

１ 講演会 

２ 意見交換ができる機会・場 

３ 広報・ホームページでの啓発 

４ リーフレット・ポスターの掲示、配布 

５ ＳＮＳの発信 

６ 親子で参加できるイベント 

７ 相談窓口の設置、周知 

８ その他（具体的に） 

●杉並区にあったらいいな、こうなったらいいな、とあなたが思ってい

ることがあれば、なんでもいいので自由に書いてください。 
 

 


